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宇
出
津
曳
山
祭

街
に
春
呼
ぶ
木
遣
り
唄

梶川橋で合流した酒垂、白山の両曳山

宇
出
津
曳
山
祭
は
4
月
18
、

19
日
の
両
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
遣
り
唄
が
響
く
中
、
豪
華

な
人
形
に
飾
ら
れ
た
高
さ
約
6

㍍
、
幅
8
㍍
で
扇
形
の
曳
山
が
酒

垂
、
白
山
の
両
神
社
か
ら
曳
き
だ

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
人
形
は
酒

垂
が
「
風
神
雷
神
」、白
山
が
「
弁

慶
の
立
ち
往
生
」
で
す
。
人
形
は

わたしも着物で参加。「チョーサーヤ」。

息
を
そ
ろ
え
て
方
向
転
換
。
力
が
入
る
。

各
神
社
の
氏
子
が
数
カ
月
を
費
や

し
て
完
成
さ
せ
た
自
信
作
で
す
。

　

曳
山
の
車
輪
は
直
径
1
メ
ー
ト

ル
も
あ
り
ま
す
。は
し
ご
を
立
て
、

大
人
の
手
を
借
り
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
が
乗
り
込
み
ま
し
た
。
人
形

の
回
り
に
陣
取
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
普
段
見
る
よ
り
も
高
い
、
特

別
な
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「朝山」で休憩する（左から）酒垂、白山の曳山。

子どもたちの「特等席」。笑顔がこぼれる。

祭
り
2
日
目
の
19
日
、
午
前

2
時
か
ら
白
山
方
の
山
車

が
動
き
出
し
ま
し
た
。「
朝
山
」

と
呼
ば
れ
る
早
朝
の
運
行
で
す
。

酒
垂
神
社
の
御
旅
所
ま
で
、
酒
垂

方
の
曳
山
を
迎
え
に
行
き
ま
す
。

前
日
と
は
違
い
、
冷
た
い
風
が
吹

く
寒
い
朝
に
な
り
ま
し
た
。
眠
い

目
を
こ
す
り
な
が
ら
祭
り
に
参
加

す
る
子
ど
も
た
ち
も
冬
の
装
い
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
人
の
威
勢

の
良
い
木
遣
り
唄
を
聞
き
な
が

ら
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

午
後
2
時
か
ら
は
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
「
本
山
」
で
す
。
何
と
か
持

ち
こ
た
え
て
い
た
天
気
も
、
あ
い

に
く
昼
過
ぎ
か
ら
雨
模
様
と
な

り
、
曳
山
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
屋

根
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
白
山
神

社
前
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
2
台

の
山
車
は
町
中
を
巡
り
、
午
後
5

時
近
く
に
役
場
能
都
庁
舎
前
に
到

着
し
ま
し
た
。
役
場
玄
関
前
で
は

女
性
で
構
成
さ
れ
る
太
鼓
グ
ル
ー

プ
「
鼓
友
」
に
よ
る
太
鼓
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
冷
た
い
雨
を
も
の

と
も
せ
ず
、
多
く
の
人
が
演
奏
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。
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能
登
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業

開催日時　9 月 13 日㊐　10 時 30 分
会場　宇出津地内
出展料　無料
条件　能登町の食材を一つ以上使用し、

一食 500 円以内で販売すること
応募締切　6 月 30 日㊋
主催　能登興隆会
問 090-8968-2365 番谷

合併 10 周年記念事業 出展者募集

踊
り
歌
で
町
を
一
体
に

能
登
の
歌
「
能の

登と

国こ
く

七な
な
つ
み海
の
舞
」
完
成

町
民
企
画
の
合
併
10
周

年
記
念
事
業
第
一
弾

は
、
町
民
の
融
和
を
目
指
し

た
踊
り
歌
の
製
作
で
す
。
地

区
の
有
志
に
よ
り
構
成
す
る

推
進
委
員
会
が
13
年
前
か
ら

交
流
を
続
け
て
い
る
今
村
克

彦
さ
ん
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

「
関
西
京
都
今
村
組
」
に
作

詞
作
曲
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

4
月
5
日
に
役
場
能
都
庁

舎
で
お
披
露
目
会
「
能
登
は

一
つ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
村
組
メ
ン
バ
ー
約
30
人
が

「
能の

と
こ
く
な
な
つ
み

登
国
七
海
の
舞
」
を
披

露
し
た
ほ
か
、
地
元
の
弥
栄

太
鼓
保
存
会
、
能
登
小
木
港

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー

や
っ
ち
ゃ
連
、
日
本
航
空
高

校
石
川
ダ
ン
ス
部
が
ス
テ
ー

ジ
を
飾
り
、
３
０
０
人
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

今村克彦さん 熱演を見せる関西京都今村組のメンバー

「ふるさと能登町応援寄附」（ふるさと納税）は、生ま
れ育ったふるさとに貢献したい、関わりが深い地域を
応援したい、という熱い思いを実現するため、自らの
意思で納税先を寄附という行為によって選択できるも
のです。

返礼品が充実！手続きも簡単に！
　今年度からは、ご寄附いただいた方への返礼品につ
いて、寄附者自身が返礼品を選択することができるよ
う、専用のカタログを制作しました。品数も豊富で、

能登町自慢の特産品が勢ぞろいしています。
　「クレジット決済」を新たに導入し、インターネッ
ト上からも手軽にお手続きが可能となりました。
　町出身者や町と縁がある親類・ご友人などにも声を
かけていただき、皆さんでふるさと能登町を応援して
ください。
　インターネットからのお申込み、お手続きは町ホー
ムページもしくは、「ふるさとチョイス」内の能登町
ページをご覧ください。

問い合わせ・情報提供　ふるさと振興課☎ 62-8532

循環型社会の構築と地球温暖化防止に向けた施策

　住宅用太陽光発電システム設置補助

能登海洋深層水の利活用を推進するための施策

　県内外でのＰＲ活動（出向宣伝）、能登海洋深層水施設「あくあす能登」修繕

国指定史跡である真脇遺跡の保存・整備

　真脇遺跡整備に伴う発掘調査及び遺跡公園の維持管理

地域文化を継承していくための施策

　町内全中学生による、久田和紙を使用した手すき卒業証書作り

その他町長が必要と認める施策

　町花「のとキリシマツツジ」ＰＲ事業、防災備蓄品の整備、テニスによる町づくり推進事業など

平成 26 年度の寄付はこのような施策に活用しました

クレジット決済でより便利に「ふるさと納税」

姉妹都市・宮崎県小林市と

ふるさと納税事業で交流
　町は姉妹都市である宮崎県小林市と、ふるさと納税の
寄付拡大をめざして協定を締結しました。寄附者への返
礼品リストに能登杜氏の酒や小木港のベニズワイガニな
どの能登の恵みと、マンゴーやメロンなどの小林市の特
産を組み合わせた「姉妹都市セット」を導入します。
　姉妹都市の強みを生かした魅力的な商品の提供によっ
て、制度利用者の増加を目指します。

特産品を手にする持木町長（左）と肥後正弘小林市長（小林市にて）
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「能登は一つ」推進委員会
委員長

　今井藤吉郎さん

　能登町が 1 つになること
を目指し、歌の作成を今村
さんに依頼しました。文語

調のため、第一印象は少し難しいと感じましたが、
鉢伏山や九十九湾などが織り込まれ、すばらしい歌
詞だと思います。

　

踊
り
歌
の
歌
詞
は
今
村
克

彦
さ
ん
と
息
子
・
翔
吾
さ
ん

が
作
詞
し
ま
し
た
。
歌
詞
に

は
江
戸
時
代
の
農
民
一
揆
が

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
宝
暦
年
間
に
、
愛
す
べ

き
家
族
を
守
る
た
め
、
一
揆

の
責
任
を
背
負
っ
て
入
牢
し

た
農
民
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

推
進
委
員
会
の
委
員
長
を

務
め
る
今
井
藤
吉
郎
さ
ん
が

目
指
し
た
の
は
町
の
融
和
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
代

を
通
じ
た
交
流
を
目
指
し
て

小
学
生
に
も
理
解
し
や
す
い

よ
う
に
、
歌
詞
に
あ
る
難
し

い
言
葉
を
解
説
す
る
資
料
を

作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

発
表
会
で
は
障
害
者
と
健
常

者
も
同
じ
思
い
に
な
れ
る
よ

う
、
手
話
通
訳
者
を
置
き
ま

し
た
。
多
く
の
人
が
ス
テ
ー

ジ
を
楽
し
み
、
感
動
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

ご当地グルメグランプリ 2015


